











































































































くことになる O ヒトでは DNAは約3.0XI010個の単分子DNAが特定の順序で並んで、いる。
3 )遺伝子 (Gene)
高分子DNAは，莫大な長さを持っているが，このすべてが遺伝i古報を担っているわけでは






DNA → エクソン1卜一寸 ヱクソン2 「一寸エクソン3卜一一
l 転写
一次転写RNA 5' Cap エクソン2 ポリA
l RNAスプライシング
メッセンジャー RN A 5' Cap [ エクソン1 エクソン2 Iエクソン3|ポリ A
l 翻訳




















~J<に校畷解析技イ'1:'7 としてよく mいられているものにつし λて小す。
1 )プ口一ブ法
n'¥，¥ (:;:¥ /いがJ;I:某の栢悼γHこに、じと 2本鎖を形成する}とマ子1J4Jして口約遺伝子を検出
する方法であるよ プロープとは検iJ¥日 ro'JDNA (ある」、l:iRNAi ど件付申悼をもっ寸 1ノゴヌク
を標識Lたものを呼ぶU 標識はりPやレオチド l単分子lJNAが数 iから百l背後繋がったもの)
点S とい'~) 1:こ放射性[ロJí，):fi:家を以前 l土!日いていたが，近年取り ~12いが谷易で， HUIIにあた"て
特別な脳訟を必安としないJ目立は什叶 ijf立7山久がiHいられるようになっといる〔表い
表 1 非放射性同位元素によるプローブ標識
HT~古物質 掠i主性 枚1'，用物'Ff 会，rJ';シグナjレ
ヒオ J-/ 光化学的架橋 畔才持戒アピンン ?と色
ジゴ守ンゲ 〆 京市ラハil 酵素掠識.!Jtf:' 11::-';:発足
トr;'(二 ニック，~ラ/スンーションベ凡オホむダーゼ 常グ[
スルー?、ン)i， 化q=lfJf.J)]n. '*!1苛 アルブ1ljプオス今日
ベルオヰシダャゼ オリコヌレオ T:，C企成
( 1 ) サイ)ン ( J刊ン) プロソテ fング法にl l図 3i 







ζ， " こオしをづイ口ン~j':以前[土ニトロセ n:コ ス恥1がよく用いられていた l に毛布iI子!況象ある
いは電気[均に転写する c 政 lの2本凶 D'!Aをアルカ ，]による変tlで l卒以にしたf丸擦問
lJN¥ !:利被 'i~ をもヮプ口一ブとのIT::ì -C ハイブリッドを形成させる げ、「ブ1jグイゼヨ
ン1 1芸b洗浄後ー ブロープのf71識に応じて， 万一トラジオグラブイヘコ錆色，化学発光なとで
ハイブリソドを)j三h比したlJ'¥A断片を1古川ずるつ ノザンブロ yテ fングによる RNA0)償問も
ノ弘司王nv(.こは同じであるが， j( K!\ はノじ ~d 本主自の十めj民主主右目;j:.構造をとっており 電情出動
で鋭の長さに応じた移動皮を不さないη そのため，電気泳動をするときにホルマリンなと岳、洋
~:)を肝える c サザンブロソトiJ，は， 病凶j量七、fの変:rz.や欠失の解析，感染症による病原微λ!
tm.ウイルスジ〉検出， *:J ~t!貯木断片長多引 (l<FLP : l<est、lctl川 J f口~gl1lent lel:gul poly:norph 























従来，サンプルの DNA (あるいは RNA) を直接，膜やプレートなどの支持体に吸着させた
後，プローブとハイブリダイズさせる方法は， ドットブロット法と呼ばれ，病原性微生物など











( 3) in situハイブリダイゼーション法7)
本法はスライドガラス上に固定された組織片や細胞中の DNA (RNA) と標識プロープを直






( 1) PCR (Polyr肘 raseChain Reaction)法
























































変異の検出 (PCR-SSCP: PCR-Single Strand Conformation Polymorphism)など他の遺伝子解
析法に応用されている。
感染症の遺伝子検査をおこなう場合，目的遺伝子の定量測定は重要である。そこでPCRを

























































をね崩した桐イムの識別、愉 lÚlベヲ移植快企の~ITJ~x での HL\ (，!1'c11l21l 1ρu10c、tC'a川igclJ.:ヒト:当li:
球抗原)のWfc刊などがある。
1 )外因性病因
外向性川j大lである感染杭のJ宣伝、子;f':)!杏の ~_;J 寸，結核宮、クラミジ?山、菌. ~IRSA などの高山
凶や1:1t~~! 及び仁ノぜ.1 1 炎ウ「ノレス. HIVI ピト免校ウイルスタイプ 1)な Yが保健適J討を ，g;~
円ている J 従来，感染の倹査は，弔安枝↑午でfH間後じ学際f投銭キ用いた塗抹十?ド解析べコ生化
学it持、:こ4って;r-1])1::していたことから，検在結果を得るまでにかな hの時間を必安としたo JX-， 
をごは 7 十実際検出ィまのお!?主度化;こよゥで検1票結果の込速化は非常に送ん℃νる。また 7 委主多く





























に，癌抑制遺伝子から発現したタンパク質は増殖を抑制する働きをもっ O 細胞の癌化は 1つの
遺伝子の異常で引き起こされるのではなく，環境凶子を含め多段階で病態を引き起こすと考え
られる(図 5)。癌関連遺伝子の異常は点突然変異，欠失・挿入及び、遺伝子プロモーターの異
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